



































































時間あるので、同僚と東側に当る日比谷公園に遊びに行った事があるが、 またま僅か一分くら と思うが、遅れて海軍省内に入った折、海軍兵学校出身である副官の眼に止まり、 「貴様等は軍法会議に付するぞ」と異様な気概でおどされた事が記憶に残っている。
そう言えば、 「上官の命令は朕が命令と心得よ」 言
う言葉が耳 奥底に残 ている様な気がする。 「朕」思い出した 、黒表紙の軍人勅諭と言う本を持たされ暗記をさせられたも だ。中身を簡単に披露すれば、
 







カブスカウ と言うボーイスカウトの小学生部門に入った。ボーイスカウトは、イギリ の軍人ロバート・ベーデン＝パウエルによって考案され 健やかな子供 育成する世界的な運動であり、課外活動 一環とし 日本も入ってき 当時、千歳船橋在住の私共にとっては、熱心な親子さん ち、即ち中学校の校長、文藝春秋の課長、税理士、薬業 の社長等、そうそうたる人物が寄り集まり 世田谷地区第一三三団を初めて結成し、ボランティア活動を始めた訳であるが 自分 はちょうど適任男児が一人居合わせたので、早速委員に押し付けられ奉仕活動と言う美名の とに団の運営を負わされる身となった。
早速に伊勢丹に出向き、帽子、スカーフ、下服、靴等
一切を揃え、一応外観だけは整えたものの、中身が不十分のため、その後、相模湖畔で催され 世田谷地区の指導者講習会に参加することを余儀なく たが、その研修たるや、民家の一軒家にせんべい布団のお粗末待遇、加えて枕元へは 二センチ程もあろうか、大きな毛虫が這い回る状況で、何とも寝れぬ、いやな講習会であった。
今でも思い出される事は、 在学中、 柴田梵天先生が 「人
生意気に感じねばならない」 いわ た言葉が、なぜか生活に息づいてい 様でならない。
戦後何と言って 食糧難であったゆえ、叔父の勧めで
世田谷通りの一隅 食料品店を開業する事となっ 。叔母も大切な着物をタンスから一枚ずつ引出してはお米に代えていた様であった。また当時は、一升びんに玄米のお米を入れて棒で突き詰めながら白米に仕上げていくが日課であった。また営業日もままな ぬ状態であったので、小さなたばこの巻き紙に ばこを巻く、今 言うアルバイトも行っ 。しかし、それの処分も出来かねず、姪の連れ合いに、勤め先の会社 換金方をお願いしていた始末であった。
また当時思い出されるのは、食糧不足のため何でも口





の悪い鍬を持たされ、 満蒙開拓団にも似た日々を送った。時々同級生が放課後体育 そばの道路を走っていた時もあり、 何とも解せな 日々が過ぎて行った様でならない。戦後とは言え、叔父は此の地で「八雲肥培素」なる名称で、肥しを販売して たが、一袋いくらかも想像出来ない状態であった。
また、この土地一杯に、三軒茶屋の四戸建ての建物か
ら出た人糞を かつて裁判関係で面倒をみた世田谷区用賀の百姓さんより リヤカー、肥桶を借り受け運び出した。これを上町の分譲地の敷地一杯に振りまき、天日によって干し上げ、袋詰めにして処分していたらしい。また、こうした時代ゆえに、ありとあらゆる作物 作ったのは当然であり、とうもろこし、薩摩芋、里芋、葱等、数え切れぬ程であった事 忘れ得ない。忘れ得ぬと言えば、叔母の里芋の料理の方法である。芋 は赤芽と青芽の二種類の芽があるが、叔母には面倒であった であろうか、その皮をむかずに、そのままおつゆに投げ込んだのであろう。喉がいがらっぽく 不愉快極まりなく、叔
母は文句を言うなとばかりに含み込ませていたのであった。
叔母は小町美人と言われ、体こそ小さくはあったが、
中々の美貌の持主で、当時同級生 らも評判が良かった様である。
私は、昨年一月に米寿の祝いを迎えた。新宿センター
ビルでの祝儀の宴はまだ久しくない。今は、東京にやがて来るであろう二回目のオリンピック開催を心待ちにしつつ、この辺で思い出の記を終わる事にしたい思う。
最後に、我が母校の益々の発展を心に念じつつ筆を置
く事と致します。
